
大学研究室の立場から様々な静岡県の事業に参画・デザ

イン提案をしています。テレワーク住宅の普及を目的とし

た事業＊１では、プロジェクトの一環として、小学生を対象

とした住教育のワークショップを学生と一緒に行いまし

た。舞台は、コモンスペースなどを備えた豊かな敷地にテ

レワークのモデル住宅を配置した住宅地＊2です。 

ワークショップは、モデル住宅の内外に隠されたお菓子

を探し出すための作戦会議場所や探すルートをジョイン

トマットで作っていく、というものです。 

 用意した敷地地図は、建築の平面図を基本にしたもので

したが、子供たちは、通ってきた玄関や階段を辿って現在

地を把握し、その定位感に驚かされました。子供なりに図

面を読み込んでいるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活動を始めると、ジョイントマットを縦横、立体的に使

いこなし、テレワーク住宅の中に思いがけない会議場所を

発見し、家具をつくり、（お菓子欲しさとはいえ、）庭にま

でルートを延ばしていきます。階段下の隅の物入れが快適

だと、扉を開けて奥までルートと居場所を作っているのに

は笑わされました。お菓子を発見したら、デッキや隣同士

の裏庭で楽しそうに食べています。出来上がったルートや

家具や居場所は、モデル住宅に設定していない回遊動線や

ニッチや共有庭を視覚化していました。 

 ここでは、子供たちは潜在的で創造的なユーザーであり、

将来的な建築の有望な担い手だという見方を建築士のみ

なさんと共有できそうです。 

注釈 
＊1  静岡県くらし・環境部建築住宅局住まいづくり課   プラス O(オー)の住まい  

＊2 （有）アーバンセクション、大河原建設（株） しまだみそらガーデンプレイス 

 

今後の建築士といわれると自分がそのカテゴリーに入

っているのかと考えてしまう。 

建築士を取得して 35 年が経ち、その時々に携った設計

は時代のニーズ、敷地環境、仕事環境によって随分変化し

てきたように感じる。また設計を行う過程においても、大

学卒業してしばらくはドラフターに向かい、トレシングペ

ーパーに製図用のペンで描いていた。消しゴムを擦って原

図を破いたり、コーヒーをこぼしてまた書き直したりと今

から思えば効率が悪いところもあったが、線一本から描き

だされる図面への思いは今より強かったと思い出される。

そして数年後にパソコン上で CAD を使い図面を書きだし

始めた。図面作成ではコピペを駆使し随分省力化には役立

ったが、間違って上書き保存を何度もやって一から書き直

すことも多かったなと思い出される。 

今でも CAD で図面を書いている建築士が多いと思われ

るが、近年は BIM を駆使して設計を行うことが求められて

きた。BIM は設計作業の効率化がさらに進み、さらに設計

をわかりやすく表現できるため、お客様とイメージを共有

できるツールだ。しかし、線一本一本を描く手書きや CAD

に対して、立体データを作成していくといった今までの延

長線上ではない手法で設計を行わなければならず、多くの

建築士が導入や本格移行に苦慮しているのが正直なとこ

ろだ。また建築への省エネルギー対策も避けては通れなく

なり、ZEB や ZEH への取組もますます求められていくだろ

う。この BIM や省エネ対策こそが、今後の建築士といわれ

る踏み絵になっていってしまうのではないか、という危惧

を感じずにはいられない。 

しかし建築士は本来、建築を通じてお客様にここちよい

空間、安心安全な空間を提供できる能力を持った専門家で

ある。設計によって健康であったり、心豊かに暮らせたり

と人々に幸せを提供できる、そんな誇れる職種であると思

う。お客様一人ひとりにあった建築を提供する、設計の過

程の中で一番大事な部分をしっかりと持ち続けていくつ

になっても失ってはいけないところなのだ。学生時代に憧

れた設計の道を歩んできてるわけだが、時代とともに求め

られるものが変化する中で、設計に熱い信念を持ち続ける

建築士であり続けてほしい、そして設計を楽しんでほしい、

そう願っている。 
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